
地震・津波対策の実績紹介

詳細な津波シミュレーションの実施による、
より正確な被害対策立案の実例

対 策 例

下水道の有する汚水の収集・処理、雨水の排除又は貯留といった機能を大規模災害時においても
強くしなやかに発揮し、持続的に提供することを通じ、住民の健康、生命、財産及び経済活動を保護・
保全する強靭な社会の構築が求められています。
このページでは大規模災害時においても排水機能確保が求められる雨水ポンプ場についてシミュレー

ションを用いた施設整備計画について紹介します。
きょ

Ｍ県の発表（50ｍメッシュでの解析）では、津波襲来時に雨水ポンプ場
整備予定地点において約4ｍの浸水深の見込み

Ｓ市Ｎ雨水ポンプ場（海岸から約200ｍの低地帯に建設予定）

シミュレーション結果

想定地震 ― 東海・東南海・南海地震

より正確な想定津波浸水深を設定するため、詳細な津波シミュレーション
（2ｍメッシュ解析）を県発表の津波浸水図の再現性を確認の上
実施し、設計諸元を決定

想定津波浸水深を 3.68mと想定。
なお、地震後の地盤沈下を考慮し、
津波浸水深は、3.97mと設定した。

PCイメージ図クリックで計算結果をアニメーションで表示します。

50分 ▶ 75分 ▶ 80分 ▶ 83分 ▶ 84分 ▶ 147分 ▶ 235分後

シミュレーション
計算結果

https://www.jswa.go.jp/jigyou/sim/tunamiSim.html


または各総合事務所までお問い合わせください。

地方共同法人 日本下水道事業団
事業統括部 計画課
TEL：03-6361-7828

JSに受託いただければ、
計画策定から、施設の設計・施工、
施設引渡し後の点検、会計検査
受験まで、一貫した、かつ最善の
解決策を提供します。

https://www.jswa.go.jp/company/jimusyo_ichiran/jimusyo_ichiran.html#sougou
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